
 

2010.03.12 
 
３月特別号 

《
会
社
か
ら
の
労
働
条
件
改
定
申
入
れ 

協
議
項
目
》 

●
基
準
内
賃
金
の
昇
給
凍
結 

 
 

 
 

●
賞
与
支
給
水
準
の
協
議 

●
業
績
リ
ン
ク
型
賞
与
決
定
方
式
の
見
直
し 

●
グ
ル
ー
プ
企
業
再
編
（
国
内
企
業
数
・
６
０
％
削
減
）
に
伴
う
職
務
グ
レ
ー

 

ド
制
の
あ
り
方 

従
業
員
の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
で
は
、 

企
業
の
再
建
は
で
き
ま
せ
ん 

短
期
に
変
わ
る
会
社
説
明
に
不
信 

経
営
責
任
の
モ
ラ
ル
を
疑
い
ま
す 

 

０９
年
緊
急
対
策
の
終
結
か
ら
一
転
し
て
労
働
条
件
改
定

の
申
し
入
れ
、
ま
る
で
手
の
裏
を
返
す
か
の
よ
う
で
す
。

「
危
機
」
を
煽
り
な
が
ら
、
キ
ャ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
（第
２
四
半
期
）

の
期
末
残
高
は
１
９
６
億
円
（０
８
年
比
）
も
増
加
。
ま
る
で

『
ペ
テ
ン
』
よ
う
だ
の
声
す
ら
あ
り
ま
す
。 

３
ヶ
月
前
の
第
４
回
中
労
協
（
１２
月
）
で
は
、
目
標
の
１
４

０
億
円
の
営
業
利
益
や
す
べ
て
の
利
益
項
目
の
黒
字
化
に

つ
い
て
、
施
策
（
「
固
定
費
適
正
化
」
）
の
進
捗
は
お
お
む
ね

計
画
通
り
、
売
上
高
の
減
少
は
「
想
定
内
の
こ
と
」
、
ま
た

「
想
定
し
て
い
る
程
度
の
売
上
高
の
減
少
は
カ
バ
ー
で
き

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
沖
電
気
単
独
で
も
「
連
結
同
様
に

推
移
し
て
い
る
」
「
現
時
点
で
の
追
加
の
施
策
は
必
要
な
い
」

と
も
答
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
申
し
入
れ
は
、
低
賃
金
の
構

造
づ
く
り
が
狙
い
で
は
と
の
懸
念
を
抱
か
せ
ま
す
。 

 

働
く
も
の
の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た

企
業
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
申
し

入
れ
は
、
企
業
再
建
に
と
っ
て
「
本
末
転
倒
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
定
期
昇
給
の
凍
結
は
、
生
涯
賃
金

年
金
を
は
じ
め
将
来
の
生
活
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
安
心
し
て
仕
事

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
逆
行
す
る
も
の
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。 

 

０９
年
か
ら
実
施
の
「
緊
急
対
策
」
は
、
賃
金
・
一
時
金
の
カ
ッ
ト
、
さ
ら
に
昇
給
時

期
の
繰
り
延
べ
や
時
間
外
労
働
の
割
増
率
の
引
き
下
げ
な
ど
、
平
均
８２
万
円
も

年
間
の
賃
金
が
減
少
す
る
な
ど
、
従
業
員
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
き
ま
し
た
。

生
活
費
の
捻
出
や
住
宅
融
資
の
返
済
に
、
新
た
な
借
り
入
れ
を
し
て
、
会
社
に

協
力
を
し
て
き
た
の
が
従
業
員
の
実
態
で
す
。
再
び
出
さ
れ
た
「
労
働
条
件
改
定

の
申
入
れ
」
に
強
い
怒
り
を
感
じ
ま
す
。
沖
電
気
に
対
し
こ
の
改
定
申
し
入
れ
の

撤
回
を
強
く
求
め
ま
す
。 



雇用期間

賃金
退職金
家族手当

一時金
有給休暇

目的別休暇
りフレッシュ休暇

時間外割増率
忌引き休暇
皆勤手当て

６ヶ月などの有期雇用
時給で１，２５０円程度

なし

なし

通常２５％など労基法基準
「ある」が無給

月額：８，０００円

嗜好料程度の数万円

６ヶ月、８割勤務で１０日間付与
なし
なし

春闘の賃上げ
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正
社
員
と
同
じ
よ
う

に
働
い
て
い
る
の
に

「
い
つ
解
雇
さ
れ
る

の
か
？
」
常
に
雇
用
不

安
と
、
低
賃
金
に
苦
し

み
な
が
ら
、
生
き
て
い

ま
す
。
仕
事
は
多
忙
で
、

休
暇
も
取
れ
ま
せ
ん
。

（
沖
・
契
約
社
員
）

こんな労働条件↓で結婚できますか？

■
春
闘
と
は
■

①
春
の
時
期
に
、

②
労
働
組
合
が
ま
と

ま
っ
て
い
っ
せ
い
に
、

③
賃
上
げ
や
労
働
条

件
の
改
善
を
求
め
て

経
営
側
と
待
遇
交
渉

す
る
こ
と
。
日
本
の

労
働
組
合
は
「
企
業

別
」
に
組
織
さ
れ
て

い
て
、
力
が
弱
い
の

で
補
う
た
め
に
、
物

価
・
平
和
問
題
な
ど

も
含
め
て
総
労
働
者

要
求
闘
争
（
国
民
春

闘
）
と
し
て
、
５
５

年
前
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

東
証
、
ま
た
は
大
証
の
一
部
上
場
企
業
で
、

資
本
金
２
０
億
円
以
上
、
従
業
員
千
人
以

上
で
労
組
が
あ
る
企
業
の
賃
上
げ
の
推
移

１０春闘
沖電気労働組合（ＯＫＩユニオン）

非正規（契約社員）の正社員化

非
正
規
が
労
働
者
全
体
の
４

割
に
近
づ
き
、
「
非
正
規
の
低

賃
金
問
題
を
放
置
す
れ
ば
、
経

営
側
は
正
社
員
の
非
正
規
へ
の

置
き
換
え
を
進
め
て
し
ま
う
」

と
い
う
危
機
感
や
「
非
正
規
を

犠
牲
に
し
て
自
分
た
ち
の
雇
用

と
生
活
だ
け
を
守
ろ
う
と
し
て

い
る
」
な
ど
の
批
判
も
あ
り
、

今
春
闘
で
は
、
各
労
働
組
合
は

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
労
働
条

件
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

亀
井
静
香
郵
政
改
革
担

当
大
臣
は
、
郵
政
事
業
民

営
化
見
直
し
の
素
案
と
し

て
、
経
営
形
態
を
３
社
体

制
に
再
編
す
る
な
ど
郵
政
事
業

を
大
き
く
方
針
転
換
す
る
内
容

を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
「
高

い
非
正
規
雇
用
率
の
改
善
」
の

項
目
も
入
れ
た
。
亀
井
大
臣
は

「
郵
政
に
は
、
２
２
万
人
ぐ
ら

い
の
非
正
規
社
員
が
い
る
が
、

基
本
的
に
希
望
者
は
正
社
員
と

し
て
の
雇
用
形
態
を
と
っ
て
い

く
」
と
明
言

（
１
０
年
２
月
８
日
）

有
期
（
派
遣
・
パ
ー
ト
・
契
約

な
ど
）
と
い
う
働
き
方

非
正
規
で
働
く
人
は
約
１
７

０
０
万
人
。
多
く
は
有
期
雇
用

で
、
雇
用
契
約
の
上
限
は
原
則

３
年
で
す
。
し
か
し
、
現
実
は

短
期
間
契
約
の
繰
り
返
し
が
大

半
で
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
率

も
低
く
、
労
働
条
件
の
改
善
も

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
で

は
有
期
労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、

雇
用
期
間
、
更
新
の
制
限
を
設

け
て
い
る
ほ
か
、
正
社
員
と
の

均
等
待
遇
を
定
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
派
遣
業
の
国
際
団
体

（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
）
な
ど
は
「
派

遣
労
働
者
に
は
公
正
な
処
遇
を

行
い
、
組
合
結
成
、
団
体
交
渉

を
行
う
な
ど
の
労
働
者
保
護
の

規
制
が
必
要
」
な
ど
労
働
者
保

護
を
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
。

沖
電
気
労
働
組
合

契
約
社
員
の
要
求

①
賃
金
に
つ
い
て
は
、
産
業

別
最
低
賃
金
（
現
行
水
準
＝

１
８
歳
１
５
２
，
５
０
０
円
）

か
ら
算
出
さ
れ
る
日
給
・
時

給
の
保
障
。

②
一
時
金
は
組
合
員
に
見
合
っ

て
支
給
す
る
。

③
正
社
員
化
に
向
け
て
取
り

組
み
を
行
う
。

「郵政の２２万人の非正規を正社員に」

亀井郵政・金融相

働
き
方
が
同
じ
で
も
正

社
員
と
待
遇
に
格
差
。

均
等
待
遇
へ
法
制
化
を
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